
All Japan Junior High School Softball Championship 2003 in ISHIKARI 

第２５回 全国中学校ソフトボール大会 大会速報 

【 女子   ２回戦     Ａ球場   第１試合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜応時中、柴田明里が三塁打で出塁＞      ＜好投を続ける日野中、林佑季投手＞ 

 

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 合計 

日野中学校（長崎） ０ １ ０ ０ ０ ３ ０   ４ 

応時中学校（愛知） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   ０ 

 

【バッテリー】＜日野＞林佑季 – 城戸はるな ＜応時＞翠川ちひろ – 中川智絵 

 

【 長 打 】＜本＞        ＜三＞柴田明里（応時） ＜二＞安永ゆり（日野） 

 

【 戦 評 】 

～佐世保市立日野中学校 初出場校同士の熱戦の上 準々決勝へ～ 

日野中学校は２回無死、林が左中間安打で出塁、内野ゴロで進塁し、加藤恵子の

右前安打で先取点をあげた。その後６回には３安打を連ね３点を追加し試合を決

めた。応時中学校は相手投手の林佑季を打ち崩せず、２安打に終わった。日野中

学校の林の投打に渡る活躍が光った試合であった。 

 

【勝利インタビュー】～佐世保市立日野中学校 

監督～[三木 茂] 

なかなか点が取れなかったので厳しい試合になりました。 

 

主将～[林 佑季] 

あまりチャンスで点が取れなかったのでもっと点を取りたかった。 

 

『輝く瞳 燃える情熱～若人の夢 この北の大地に～』 


